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要 約

胸部 X線検査において椎体長により指標化された評価法が一般的に知られている．そこで本研究では，僧帽弁粘液
腫様変性犬において左心房サイズを椎体長に依存しない方法により評価することの有用性について検討した．左心房サ
イズ（Left atrial size：LAS）は，臨床ステージとともに有意に上昇し，椎骨左心房径と同等に心臓超音波検査所見と
強い相関性を示した．したがって，胸部 X線検査における LASは，従来法と比較し測定がより簡便であり，体重 1kg

以上 3kg未満，3kg以上 5kg未満及び 5kg以上 10kg未満の個体においてカットオフ値をそれぞれ 2.3，3.0及び 3.3cm

に設定することで，心臓超音波検査における左心房及び左心室拡張の目安になりうると考えられた．
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